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研究成果の概要：本研究の目的は、中国人の日本留学が始まった清朝末期から社会主義中国直

前までを対象として彼らの帰国後の社会的活動を明らかにすることにあった。研究期間内に明

らかになったことは、一部の地域で教育界における日本留学帰国者の活動が確認できたことで

ある。高等教育での活動のみならず、普及が遅々として進まない初等・中等教育での活動も窺

い知ることができた。 
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１．研究開始当初の背景 
 明治・大正・昭和前期の日本には、アジア諸国・地域より多くの留学生が来日した。留学生
は、彼らの母国より一歩先んじて近代化した日本に学び、自国における近代化の促進に着実な
足跡を残している。留学生を通じて戦前期日本のアジアの近代化に果たした役割は一般に考え
られているよりも深く広いものかと思われる。特に、中国からは多数の留学生が来日しピーク
時には８千名を超えたといわれている。中国人留学生たちは日本を通して近代文化・技術・思
想などを学び、国際社会の趨勢を知り、日本において様々な文化・政治的活動を展開した。彼
らが日中関係史上において果たした役割は大きい。帰国後、日本に学んだ多くの中国人留学生
たちは、中国近代化のための様々な文化的・政治的・経済的・社会的活動を展開したと思われ
る。 
 日本における留日学生史研究を本格化させたのは実藤恵秀（ペンネームさねとうけいしゅう）
氏である。氏の１９３９年『中国人日本留学史稿』に始まる一連の関連著作は今でも参考にさ
れるが、文化交流を中心に研究されたものである。新しい角度からの研究は阿部洋氏によるも
ので、同氏編集の『日中教育文化交流と摩擦』（第一書房、１９８３年）では留学生教育制度・
政策などの教育学的検討が行われるようになった。中国においては、戦後長期にわたり日本と
の国交がなかったため留日学生問題が研究の対象となってこなかった。やっと、李喜所『近代
中国的留学生』（人民出版社）が刊行されたのは１９８７年である。１９９７年には、沈殿成『中
国人留学日本百年史』（遼寧教育出版）が出されている。台湾では黄福慶『清末留日学生』（中
央研究院近代史研究所、１９７５年）が出版されている。米国ではレイノルズ氏により、中国
人留学生の渡来が相次いだ時期が日中関係史の忘れられた黄金の十年として捉えられている
（Douglas R. Reynolds, CHINA, 1898-1912, Harvard College, 1993）。 
 その後、日本においては中国人留学生史研究が著しく進むようになった。阿部洋『中国の近
代教育と日本』（福村出版、１９９０年、龍渓書舎より２００２年に第２版）は、清朝末期時期
を対象に東京にあった留学生教育諸学校とその卒業生を明らかにしたものである。それによる
と、清朝末期には師範留学生が多く、帰国後、北洋師範学堂長となった李士偉、京師法政学堂
教務長となった江庸、北京法律学堂教師となった張孝移など中国教育界で活躍したものが多い
ということである。ただ、１９１２年以降の中華民国時代はどうであったのかについては検討
されていない。また、同氏による米国帰国留学生の研究もある。「解放前中国における人材養成
とアメリカ留学」（東亜文化研究所編『中国近代化の史的展望』霞山会、１９８２年所収）では、
「これらを通しても、我々は中国近代における海外留学の主流が、清末民初を境に日本留学か
らアメリカ留学へと転換していく、いわば流れの変化を読み取ることが出来るのである。」と言
い（同書８６頁）、米国留学が圧倒的優位性を維持し続けたと結論づけている。 
 最近は当時の中国人留学生諸学校の後進校において、中国人留学生を学校史研究の対象とす
るようになった。王嵐『戦前日本の高等商業学校における中国人留学生に関する研究』（学文社、
２００４年）、坂口直樹『戦前同志社の台湾留学生』（白帝社、２００２年）、周一川『中国人女
性の日本留学史研究』（図書刊行会、２０００年）、河路由佳他『戦時体制下の農業教育と中国
人留学生－１９３５－１９４４年の東京高等農林学校－』（農林統計協会、２００３年）などが
出版されているが、かつての留学生諸学校の一部にすぎない。 
 大里浩秋・孫安石編『中国人日本留学史研究の現段階』（御茶の水書房、２００２年）によれ
ば、「留学生による革命や抗日運動への参加の歴史としてでなく、教育内容や生活環境や帰国後
の動向なども加えて検討したい。」ということであった（同書ⅲ頁）。ここからわかるのは、中
国近代化における留日学生の役割として、近代中国の民族運動や政治変革に関しては研究書や
論文が多いということである。前述した実藤・李喜所・沈殿成・黄福慶氏の研究はいずれもそ
うであった。研究成果が乏しいのは、中国の経済発展や中国の学術・教育の発展に果たした留
日学生の役割ということになる。そのため、本研究では留学が開始された清朝末期から社会主
義中国直前までを対象として日本留学帰国者の社会的活動を明らかにしてみようということに
なった。 
 
 
２．研究の目的 
 前述したように、阿部洋氏の研究に中国人米国留学生の研究があり、彼らの帰国後の社会的
活動についての言及がある。したがって、本研究では以下の２点の目的を掲げた。 
 
(1)日本留学帰国者の社会的活動について、その特色を明確にしなければならないであろう。米



国留学帰国者と違って、どのような分野で活躍したのかを数量的に計る方法を考え、日本留学
帰国者の特色を大まかに描くことを目指す。 
 
(2)学術・教育の発展に果たした役割が重要であると考えられるので、この分野に関して、いわ
ば質的にとらえることが必要になってくるであろう。本研究では、初等・中等・高等教育、お
よび様々な教育組織における日本留学帰国者の活動を、米国留学帰国者と比較しながら明らか
にすることを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
(1)各種人名事典を用い、その中から日本留学帰国者を抽出し、データベースを作成する。その
上で、活動分野ごとに集計し、日本留学帰国者の特色を分析する。 
活動分野については次の９種により分類する。①教育界（初等・中等・高等教育。②軍部（国

民党・共産党）。③政治家と革命家（清朝末期・中華民国時代）。④官僚。⑤産業界。⑥ジャー
ナリズム。⑦学界。⑧芸術・文学界。⑨女性。 

人名事典については、日本側資料として①『日本留学支那要人録』（興亜院政務部、昭和１７
年）、②『中国文化界人物総鑑』（橋川時雄纂、中華法令編印館、昭和１５年、名著普及会、昭
和５７年）、③『清末民初中國官紳人名録』（田原天南編、中國研究會、１９１８年）を、中国
側資料として④『中国留学生大辞典』（周棉主編、南京大学出版、１９９９年）、⑤『中華留学
名人辞典』（東北師範大学出版社、１９９２年）、⑥『中華民國名人伝』（李雲漢主編、近代中國
出版社、１９９３年）、⑦『民國人物小傳』（劉紹唐主編、傳記文學社、１９８２年）を用いる。 
 
(2)上記各分野の中から比較的影響の大きかったと思われる教育界を取り上げる。具体的には、
①清朝末期から日本をモデルにした高等師範学校が活動を展開していたことからそうした学校
における活動を取り上げる。②事例研究として浙江省を取り上げる。 
 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
 前述のような目的・方法を設定し、研究を進めてきたが、実際に用いることができた資料は、
前述の人名事典のうち、②『中国文化界人物総鑑』、④『中国留学生大辞典』に加え、当初は用
いることを予定していなかった『現代中華民国満州帝国人名鑑』（１９３７年）であった。また、
活動分野の分類も試みたが、全ての人名事典を網羅することができなかった。そのため、分類
は完了していない。しかしながら、次のような成果も得られた。大きくは以下の２点にまとめ
られる。 
 
①研究協力者の高益民（北京師範大学・国際比較教育研究所）は、北京師範大学の歴史から、
当大学の公文書を使って分析した。それによると、中華民国前期(北京政府期)に、北京師範大
学(北京高師、女子師範大学)は完全に日本留学帰国者によって掌握されていたこと、当大学教
員も日本留学帰国者が大きな割合を占めていたこと、しかし、１９１０年代にほぼ半数を占め
ていた日本留学帰国者が１９２０年代に入ってからは４分の１を占めるにとどまったことなど
が明白になった。 

また、同じく研究協力者の汪輝(浙江大学・教育学院高等教育研究所)は、学生の主な留学先
が日本から米国へと変化した１９２０年代以降の日本留学帰国者による社会的活動の特色を、
浙江省を中心にいくつかの同窓録から明らかにした。それによると、現段階で履歴がわかった
３４０名の日本留学帰国者の最終職業のうち、最も多かったのは、大学教員および専門学校教
員など教育関係の職であることがわかった。 
 
②前述したように分類は完了していないが、幾つかの人名事典により日本留学帰国者を抽出し
ていく過程で、彼らが帰国後にやはり政治や経済、文化の分野で活躍していたことがおおよそ
把握できたが、同時に教育に関する活動も行われていたことがわかった。特に、前述④『中国
留学生大辞典』を用い、山東省を中心にそうした彼らの帰国後における活動に着目した。 

山東省を事例としてみると、１９０３年から１９１６年までの間に日本留学帰国者によって
設立された初等・中等教育機関が決して少なくなかったことがわかる。また、その教育機関は



小学校と中学校の設立が中心であった。一方で、設立者の経歴によると、彼らが裕福な家庭で
生まれ、高学歴であったということや、出身地である山東省を中心に、自身の専門分野にかか
わらず学校を設立したことなども明らかになった。 
 教育界での活躍は高等教育、中等教育、初等教育、社会教育、教育行政など多面的にみられ
たが、特に清末から民初にかけてあまり普及していなかったとみられる初等・中等教育の普及
が日本留学帰国者の活動により少しずつ成し遂げられていったとみられる様相も窺い知ること
ができた。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
 中国近代化における留日学生の役割として、近代中国の民族運動や政治変革に関しては研究
書や論文が多い。これに比べて、中国の経済発展や中国の学術・教育の発展に果たした留日学
生の役割については取り組みが手薄とみられる。 

本研究では、とりわけ教育界での活動が一部ではあるが確認できた。一部というのは、北京
師範大学での活動や浙江省ならびに山東省での活動である。清末民初を境に日本留学からアメ
リカ留学へと転換していく流れの変化が先行研究により指摘されているが、大きな流れはそう
であったとしても、留日帰国者が教育界でも活動していたという事実を見過ごすわけにはいか
ない。 

本研究は、試論的考察にとどまったが、留日帰国者が各地域で教育界のどのような分野で活
躍したのかを具体的に掘り下げていく必要があることを提示したといえよう。 
 
(3)今後の展望 
 ３．研究の方法で記したように、本研究では、各種人名事典を用いて日本留学帰国者を抽出
し、彼らの活動分野を９種により分類する予定であったが、詰まるところ教育界で活動したと
みられる者にしか焦点をあてることができなかった。しかも用いることを予定していた人名事
典の全てを網羅することもできていない。教育界での活動に関する研究の端緒を提示すること
はできたといえるが、今後は並行して日本留学帰国者の社会的活動の全体像を大まかに把握す
ることがまずは求められよう。 
 また、教育界に焦点をあて、分野ごとに活動を具体的に明らかにしていくことも今後の課題
として残されている。 
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